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発
言
項
目

（2/19 ～ 21）

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。
※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。　
　

　
　

●
宮
崎
誠
克

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
佐
伯
区
）

・
今
後
の
市
政
運
営

・
地
域
活
動
の
持
続
的
な
仕
組
み
づ
く
り

・
湯
来
地
域
の
学
校
適
正
配
置

●
元
田
賢
治

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
南
区
）

・「
旧
陸
軍
被
服
支
廠
」

・
防
災
・
減
災
費
用
保
険

・
水
道
事
業
の
広
域
連
携
と
官
民
連
携

●
川
本
和
弘

（
公
明
党
・
安
佐
南
区
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

・
被
爆
75
周
年
記
念
事
業
と
旧
広
島
陸

軍
被
服
支
廠

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
・
啓
発

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興

・
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

・
食
品
ロ
ス
削
減

・
保
育
環
境
の
充
実
と
多
文
化
共
生

・
小
中
一
貫
教
育
校
へ
の
移
行

●
沖
宗
正
明

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
安
芸
区
）

・
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法

・
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
公
立
・
公

的
病
院
の
再
編
成
に
係
る
広
島
市
医

師
会
運
営
安
芸
市
民
病
院
の
建
替
え

・
受
動
喫
煙
防
止
対
策

●
中
森
辰
一

（
日
本
共
産
党
・
西
区
）

・
平
和
行
政

・
広
島
高
速
５
号
線
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ

ル
工
事
の
契
約
額
大
幅
増
額

宮崎誠克
自民党・

市民クラブ

川本和弘

公明党

中森辰一

日本共産党

元田賢治
自民党・

保守クラブ

沖宗正明
市政改革

ネットワーク

若林新三

市民連合

問
増
大
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
公
共
投

資
の
在
り
方
、
近
隣
市
町
と
連
携
し

た
災
害
対
応
等
、
将
来
を
見
通
し
た

持
続
可
能
な
市
政
運
営
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

問
被
爆
75
周
年
記
念
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
る
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
た
、
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
・
平
和
展

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
、
被

爆
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
を
開
催
し
、
被

爆
の
実
相
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
の

提
供
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

問
広
島
市
は
独
自
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
黒
い
雨
降
雨
地
域
拡
大
を

求
め
続
け
て
き
た
が
、
国
は
無
視
し

て
き
た
。
被
爆
か
ら
75
年
の
今
年
、

改
め
て
黒
い
雨
降
雨
地
域
の
拡
大
を

国
に
厳
し
く
要
請
す
る
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

問
広
島
県
が
示
し
た
「
県
内
１
水

道
」の
統
合
方
針
に
つ
い
て
の
対
応
、

並
び
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
対

す
る
本
市
の
考
え
方
は
。

問
他
の
政
令
指
定
都
市
や
県
内
市

町
で
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
が
制
定

さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

問
放
影
研
の
移
転
候
補
先
の
広
島

市
医
師
会
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
の
延

べ
床
面
積
は
約
４
０
０
０
㎡
で
、
こ

れ
ま
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
面
積
は

７
０
０
０
㎡
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
以
外

の
場
所
の
提
供
も
検
討
す
る
の
か
。

問
企
業
が
地
域
活
動
に
参
加
し
や

す
い
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
本

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

問
外
国
人
の
子
ど
も
や
保
護
者
と

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、日
本
の
生
活
に
な
じ
め
る
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問
国
の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

に
よ
り
、
広
島
市
の
保
育
料
軽
減
措

置
の
財
源
が
年
間
32
億
円
浮
く
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
財
源
は
子
ど
も
の

施
策
に
使
う
べ
き
と
提
案
し
て
き
た

が
、ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
、

計
画
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

問
保
存
策
や
活
用
策
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
積
極
的
に
広
島
県
の
議
論
に

関
わ
り
、 

共
に
検
討
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

問
厚
労
省
に
よ
る
地
域
医
療
構
想

に
よ
っ
て
広
島
市
医
師
会
運
営
安
芸

市
民
病
院
が
再
編
・
統
合
の
対
象
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
が
、承
服
し
が
た

い
。む
し
ろ
老
朽
化
に
対
し
て
建
て

替
え
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
郊
外
部
と
都
心
を
結
ぶ
基
幹
バ

ス
の
利
便
性
の
向
上
は
必
要
不
可
欠

だ
。そ
の
た
め
国
道
１
８
３
号（
祇
園

地
区
）に
右
折
車
線
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
が
、ど
う
か
。

答
広
島
市
と
し
て
の
在
る
べ
き
姿

を
見
据
え
、
社
会
資
本
整
備
等
の

裁
量
的
な
支
出
と
社
会
保
障
の
た

め
の
義
務
的
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
ま
た
、
広
域
的
な
視
点

に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
で
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
下
に
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に

打
ち
勝
つ
持
続
可
能
な
市
政
運
営

を
行
っ
て
い

き
た
い
。

答
原
爆
・
平
和
展
で
は
初
め
て
の

展
示
と
な
る
８
時
15
分
で
止
ま
っ

た
腕
時
計
な
ど
の
遺
品
や
、
被
爆

者
本
人
が
描
き
記
し
た
原
爆
の
絵

を
多
く
展
示
す
る
ほ
か
、
資
料
館

で
公
開
し
て
い
る
映
像
を
上
映
す

る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
被
爆
の
実
相

に
係
る
内
容
を
拡
充
す
る
。

　

ま
た
、
ご
提
案
の
あ
っ
た
被
爆

ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
は
、
千
代
田
区

の
主
催
事
業
と
し
て
開
催
す
る
よ

う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

答
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
平
成

20
年
度
に
実
施
し
た
調
査
で
判
明

し
た
黒
い
雨
降
雨
地
域
を
第
一
種

健
康
診
断
特
例
区
域
に
指
定
す
る

よ
う
国
に
強
く
求
め
て
き
た
が
、

い
ま
だ
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

被
爆
75
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
一
日
も
早
く
問
題
の
解
決
が

図
ら
れ
る
よ
う
、機
会
を
捉
え
て
、

科
学
的
知
見
重
視

の
国
の
検
討
会
の

結
論
を
超
え
た
政

治
判
断
を
強
く
求

め
て
い
く
。

答
本
市
で
は
、
独
自
の
経
営
改
革

を
進
め
て
お
り
、
県
が
示
し
た
企

業
団
方
式
に
は
な
じ
ま
な
い
方
策

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は

経
営
改
革
を
着
実
に
進
め
て
い
き

た
い
。
な
お
、
直
ち
に
は
企
業
団

へ
参
画
し
な
い
と
し
て
も
、
多
様

か
つ
実
践
的
な
広
域
連
携
に
つ
い

て
積
極
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
よ

う
引
き
続
き
県
へ
働
き
掛
け
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
民
間
活
用
に
よ
り
経
営

の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
も
、
水

道
事
業
の
運
営
権
は
本
市
が
直
接

事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

答
国
の
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は

支
給
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
自

治
体
の
見
舞
金
は
そ
の
間
の
生
活

支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

い
う
実
態
を
み
る
と
、
本
市
で
も

経
済
的
支
援
制
度
の
導
入
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る

一
方
、
支
援
に
つ
い
て
は
す
で
に

大
部
分
は
取
り
組
ん
で
お
り
、
改

め
て
条
例
制
定
ま
で
必
要
か
整
理

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
に
対
し
財
源
措
置

等
を
要
望
す
べ
き
と
い
う
動
き
も

あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
条
例
制
定
も
含
め
た
支

援
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
く
。

答
移
転
先
施
設
に
お
け
る
面
積
に

つ
い
て
は
、
放
影
研
の
戦
略
計
画

が
策
定
さ
れ
、
本
年
６
月
に
開
催

予
定
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
移

転
の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
れ
ば
明

確
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
移
転

の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
た
後
に
、

放
影
研
か
ら
必
要
な
面
積
に
つ
い

て
要
望
が
あ
れ

ば
、
関
係
機
関

の
理
解
や
協
力

を
得
な
が
ら
そ

の
確
保
を
図
り

た
い
と
考
え
て

い
る
。

答
こ
れ
か
ら
は
、
地
元
企
業
な
ど

多
様
な
主
体
が
関
わ
り
合
い
な
が

ら
地
域
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
地
域

貢
献
活
動
に
意
欲
が
あ
る
企
業
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
結
び
付

け
、
地
域
行
事
等
へ
従
業
員
を
派

遣
す
る
な
ど
、
企
業
が
積
極
的
に

参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

顕
彰
制
度
な
ど
、
企
業
の
参
加
意

欲
が
高
ま
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

答
令
和
２
年
度
か
ら
の
試
験
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
外
国
人
の
子

ど
も
が
最
も
多
い
基
町
保
育
園
に

お
い
て
、
外
国
人
の
子
ど
も
の
保

育
等
を
支
援
す
る
職
員
を
新
た
に

配
置
し
、
言
語
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
促
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
と
の
意
思
疎
通

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
通
訳
機

器
の
導
入
や
配
布
物
等
の
多
言
語

化
を
行
い
、
多
様
な
文
化
の
相
互

理
解
促
進
に
取
り
組
む
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
を

含
む
社
会
保
障
費
は
、
地
方
の
自

主
財
源
で
穴
埋
め
が
行
わ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
無
償
化
に
伴
い

本
市
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
裁
量
的

な
施
策
に
充
当
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
社
会
保
障
の
充
実
と

裁
量
的
な
施
策
に
充
当
で
き
る
財

源
確
保
に
努
め
て
い
く
。

答
平
成
28
年
に
国
、
県
、
市
で
設

置
し
た
「
旧
陸
軍
被
服
支
廠
の
保

存
・
継
承
に
か
か
る
研
究
会
」
で

の
議
論
の
中
で
、
す
で
に
保
存
・

継
承
に
つ
い
て
本
市
の
意
見
を
提

示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
所
有
者
で
あ
る
県
の
意
思

を
尊
重
し
た
上

で
、
本
市
と
し

て
の
基
本
的
な

方
針
を
踏
ま
え

つ
つ
、
可
能
な

こ
と
に
取
り
組

み
た
い
。

答
安
芸
市
民
病
院
は
、
市
東
部
の

拠
点
と
な
る
病
院
と
し
て
地
域
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
医
療
機
能

を
担
っ
て
い
る
。
県
が
設
置
し
、

医
師
会
や
病
院
、
行
政
等
で
構
成

す
る
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に

お
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
が
、

本
市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
地
域

医
療
構
想
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、

安
芸
市
民
病
院
が
そ
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答
国
道
１
８
３
号
で
は
、
朝
の

ピ
ー
ク
時
に
著
し
い
交
通
渋
滞
が

起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
渋
滞
は
、

ほ
と
ん
ど
の
交
差
点
に
右
折
車
線

が
な
く
、
右
折
待
ち
車
両
に
よ
り

直
進
車
の
通
行
を
阻
害
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
西

原
一
丁
目
交
差
点
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
末
に
右
折
車
線
の
設
置

効
果
を
見
極
め
る
た
め
の
実
態
調

査
を
行
い
、
こ
の
結
果
を
基
に
改

善
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
市
政
運
営

被
爆
75
周
年
記
念
事
業

水
道
事
業
の
広
域
・
官
民
連
携
は

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制
定
を

黒
い
雨
降
雨
地
域
拡
大
へ

放
影
研
移
転
、
必
要
面
積
の
確
保
を

地
域
活
動
の
持
続
的
な
仕
組
み
づ
く
り

保
育
無
償
化
で
浮
い
た
財
源
は

保
育
環
境
の
多
文
化
共
生

「
旧
陸
軍
被
服
支
廠
」
の
保
存
は

安
芸
市
民
病
院
の
建
て
替
え
を

国
道
１
８
３
号
に
右
折
車
線
を

総括質問

黒い雨降雨地域図

旧陸軍被服支廠

（公財 )放射線影響研究所


